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学校だより

7月 13日(火)和歌山県立医科大学主催の「出前授業」を ICT
を活用したオンラインで各クラスの HR教室にて受けまし

7月 20日(木)1学期終業式を行いました。昨年度のリ た。「ポテトチップスはなぜやめられないのか」という講
モートでの式ではなく、対面で実施しました。午前中 演名で、同医学部生理学第 2 講座教授 中田正範先生か
は暑さも少しおさまり、厳粛な式となりました。書道、 らご講演いただきました。夏休みに向けて生活習慣が乱れ
水泳、ソフトボールの表彰伝達後、学校長式辞を行い ないように、食についての意識を高めてもらうため行いま
ました。 した。一部ハイレベルの内容もありましたが、生徒は興味

をもって聞いていました。
式辞の中で野川校長は昔の石切職人の仕事をたとえ、
将来設計を持つ職人と持たない職人の仕事に対するや
る気や意欲が違うことを述べられました。1、2 年生
にはつきたい職業の探究を、3 年生には将来の職を見
据えた知識習得と面接などでの所作の確認などをこの
夏に実行していくよう述べられました。
教務部長の清水先生からは、学習に関してウオルトデ
ィズニーの名言「現状維持では後退していく」を引用
し、この夏にしっかり学習することを伝えてくれまし
た。
生徒指導部長の養田先生からは、服装の乱れや深夜徘
徊等ないよう注意喚起を行い、さらに川遊びや交通事
故等で生命を危険にさらすことのないよう注意を行い
ました。

8月 9日(水) かつらぎ町総
合文化会館で人権平和登
校日を実施しました。人
権平和に係る映画「この
世界の片隅に」を鑑賞し
ました。開会の挨拶の中
で 野川校
長 はウク 7 月 13 日（火）本校野球部の初戦が行われました。前日
ラ イナと に応援団、ダンス部、吹奏楽部の生徒と野球部員で円陣を

ロシアの紛争の現状を話され、一刻 組み初戦突破の気力を養いました。出発前に野球部員の保
も早く平和に解決することを望む旨 護者の前でキャプテンが抱負を語り、保護者からのエール
を話されました。生徒も熱心に聞き、 を受けました。午後 14 時から南陵高校と対戦し、1 対 13
その後の映画も真剣に鑑賞していま と負けましたが、最後まで諦めることなく頑張りました。
した。 また、応援団も勢いを緩めることなく全力で応援したこと

に保護者の皆さんは感銘を受けていました。

紀北農芸高
校と笠田高
校の学校間
連携で「メ
ル カ リ
Shops」が 7
月 14 日(金)

7 月 11 日(火)本校職員室及び進路指導室にて２ A の からスター
授業マーケティングの販売実習を行いました。言葉巧 トします。農業を学ぶ生徒と商業を学ぶ生徒が、授業の一
みな商品の紹介と笑顔で完売しました。この後、実習 環で E コマース（電子商取引）プラットフォーム「メル
の振り返り等を行い、次回の販売実習に向けて学習し カリ Shops」を通じてジャムやあんぽ柿を販売します。
ていく予定です。 今後の進行具合を報告していきます。


